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1．はじめに  

 ダイヤモンドカッタによりコンクリート舗装表面を薄層で研

削し、すべり抵抗性等を改善する工法がある 1)。本工法のアスフ

ァルト舗装への応用を試みた。 

これまで、研削アスファルト舗装のすべり抵抗値の初期性能や

その持続性、凍結路面時の性能について室内試験を行っている 2)。

これらの試験結果によると、研削形状によりその性能に多少の違

いはあるものの、舗装表面のすべり抵抗性を向上させることがで

きること、凍結路面時のすべり抵抗性の向上に効果があることが

示されている。一方、表面研削処理による舗装路面への機能性の

付与については、すべり抵抗値の向上のほか、騒音の低減などの

機能の付与が考えられる。 

また、研削舗装の耐久性については、性能の持続性の比較試験

を行い、浅めの溝を組み合わせた形状のきめ深さ及びすべり抵抗

値の持続性が比較的高いことを確認している 2)。しかし、舗装表

面の耐久性の観点では、タイヤのねじり作用や摩耗による骨材の

飛散が考えられ、表面研削によりどの程度の影響が及ぼされるの

かについて、明らかになっていない。 

そこで、本稿では、表面研削路面が有する路面騒音の低減効果

や、表面研削による骨材飛散抵抗性などの耐久性について把握す

るため、苫小牧寒地試験道路において騒音低減や骨材飛散抵抗に

関する試験を行ったので、その結果について報告する。 

2．研削舗装試験箇所及び研削形状 

寒地土木研究所苫小牧寒地試験道路において、研削舗装試験箇

所を作成した。図-1に研削舗装試験箇所の概略図、写真-1に研

削舗装区間の外観を示す。研削舗装試験箇所は、バックストレー

ト側外回りの密粒度ギャップアスコン（改質Ⅰ・13F）区間 100m

とし、その内、研削舗装試験箇所は延長 50m とした。図-2に試

験走路の研削表面形状を示す。表面研削処理の形状は、タイプ A

（アスファルト用浅溝）と、タイプ B（タイプ A に排水機能用

深溝入り、深溝間隔小）、タイプ C（タイプ Aに排水機能用深溝

入り、深溝間隔大）とした。タイプ別に溝幅、溝間隔、溝深さ、

凸部本数、深溝幅、深溝間隔、深溝深さ、深溝本数を測定した結

果を表-1に示す。 
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図-1 苫小牧寒地試験道路の試験箇所平面図 

 

写真-1 苫小牧寒地試験道路表面研削舗装区間 

 

図-2試験走路の研削表面形状 

 
表-1 タイプ別の研削形状測定結果 
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3．騒音低減に関する比較試験 

タイプ A、タイプ B、タイプ C、無処理の各延長約 50mのタイ

ヤ／路面騒音及び沿道騒音を測定した。タイヤ／路面騒音の測定

は、普通タイヤによるタイヤ路面騒音測定方法（舗装調査・試験

法便覧 S027-1T）に準じて行った。 

図-3に騒音測定結果を示す。タイヤ／路面騒音及び沿道騒音の

騒音レベルは、無処理＞タイプ B＞タイプ C≒タイプ Aの順で小

さくなる結果となった。研削タイプ A、B、C の路面タイヤ騒音

及び沿道騒音は、標準路面と比べ全てのタイプで騒音レベルが低

くなっていた。これは、縦溝の効果と考えられ、車両進行方向の

凹凸が平坦になっていること、及び、タイヤの回転による空気の

圧縮を溝が逃がすことより、空気の圧縮音が軽減されている可能

性が考えられる。また、3 種類のタイプの中ではタイプ A 及びタ

イプ C が低い傾向があった。浅めの溝は、騒音の低減に寄与して

いる可能性が高く、騒音低減に資する形状と考えられる。 

4．骨材飛散抵抗に関する比較試験 

 苫小牧寒地試験道路の 4 種類の舗装（タイプ A、タイプ B、タ

イプ C、無処理）に対し、表-2 に示す試験条件にてタイヤ据え切

り試験を行った。旋回数 60 回までのすえ切り作業を行い、一定の

すえ切り回数ごとに舗装表面の剥離状況を確認し、剥奪した深さを

ノギスで測定した。すえ切り回数と剥奪深さの関係について、図-4

に試験結果を示す。60 回旋回後の剥奪深さについて比較すると、

タイプ Bの剥奪深さが最も大きく、次いで、タイプ C、タイプA、

無処理の順となった。 

 また、4 種類の舗装供試体に対し、室内でねじり骨材飛散試験を

行った。試験はねじり骨材飛散試験方法（舗装調査・試験法便覧

B021 供試体旋回タイプ）により、試験温度 50±2℃の条件にて行

った。経過時間とねじり骨材飛散率の関係について、図-5に試験結

果を示す。60分経過後のねじり骨材飛散率について比較すると、タ

イプ B のねじり骨材飛散率が最も大きく、次いで、タイプ C の順

となり、最後にタイプ A、無処理が同程度となった。タイプ A は、

無処理とほとんど変わりなく、溝形状による飛散への影響がほとん

どなかったことから、骨材飛散抵抗性が高いと考えられる。 

5．おわりに 

 今回の試験結果より、アスファルト舗装路面に表面研削処理を施すことにより、騒音低減の機能を付与できる

ことがわかった。また、研削形状により骨材飛散抵抗に違いがあることがわかった。今後は、表面研削路面の耐

摩耗性や排水機能などの検討を行い、アスファルト舗装に適した研削方法について検討を進めたい。 
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図-3 騒音測定結果 

 
表-2タイヤ据え切り試験条件 

 

 

 

 

図-4 すえ切り回数と剥奪深さ 

 

図-5 経過時間とねじり骨材飛散率 
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